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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は緩やかな回復基調にありましたが、政府・日銀の経済・金融政策に

よる下支え効果に弱まりが見られ、夏期以降に鮮明となった中国の景気減速等も相俟って予断を許さない状況にあり

ます。

当社の関連するコンクリート製品業界では、公共事業が総じて鈍い動きとなり地域的な偏りも見られ、また人出不

足の影響等から進捗遅れが生じていることもあって事業環境は厳しさの度を加えております。

そのような状況のなか、当社は「RebirthⅢ 中期経営３ヶ年計画」grow up ASAHI（成長する旭へ）のもと、耐震

性・止水性に優れた接着継手工法「ＴＢ（タッチボンド）工法」及び環境に配慮した高い施工性を誇る「ＥＣＯ－

Ｃ・Ｌ（エコ・クリーンリフト）工法」の普及を図りつつ主力製品ボックスカルバートをはじめとする拡販活動の充

実と施工現場のニーズにお応えしてプレキャスト化への提案営業を進めてまいりました。

この取り組みの結果、当第３四半期累計期間の売上高は82億５千５百万円（前年同四半期は93億２千９百万円）と

なりました。損益面におきましては、営業利益は５億５百万円（前年同四半期は６億７千８百万円）、経常利益は５億

１千６百万円（前年同四半期は６億９千６百万円）となりました。

四半期純利益は、特別損失及び税金費用を控除した結果、３億３千３百万円（前年同四半期は４億７千９百万円）

となりました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

（コンクリート関連事業）

コンクリート関連事業は、受注高は76億１千７百万円、売上高は82億１千６百万円（前年同四半期は92億９千１百

万円）、セグメント利益は５億２千１百万円（前年同四半期は６億９千３百万円）となりました。

①セメント二次製品部門は、受注高が32億９千４百万円、売上高は39億３千８百万円（前年同四半期は41億９千６

百万円）となりました。

②工事部門は、受注高が６億８百万円、売上高は３億９千２百万円（前年同四半期は３億９千４百万円）となりま

した。

③その他部門は、工事用資材及びコンクリート製品に装着する資材等で、選別受注に努めた結果、受注高は37億１

千４百万円、売上高は38億８千６百万円（前年同四半期は47億円）となりました。

（不動産事業）

不動産事業は当社が保有するマンション等の賃貸収入で、売上高は３千８百万円（前年同四半期は３千７百万円）、

セグメント利益は１千６百万円（前年同四半期は１千５百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末における総資産は135億８千３百万円（前事業年度末に比べ15億３千７百万円の減少）と

なりました。流動資産は前事業年度末に比べ12億１千８百万円減少し89億８千３百万円となり、固定資産は３億１千

９百万円減少し46億円になりました。流動資産の主な増減は、現金及び預金の３億４百万円、電子記録債権の３億２

百万円の増加であり、受取手形及び売掛金の19億９百万円の減少であります。

当第３四半期会計期間末における負債は47億３千５百万円（前事業年度末に比べ15億３百万円減少）となりまし

た。流動負債は前事業年度末に比べ14億１千万円減少し42億９千４百万円となり、固定負債は前事業年度末に比べ９

千２百万円減少し４億４千万円となりました。流動負債の主な減少は支払手形及び買掛金の11億１千８百万円の減少

であります。

当第３四半期会計期間末における純資産は88億４千８百万円（前事業年度末に比べ３千４百万円減少）となりまし

た。主な増減は利益剰余金の１億７千５百万円の増加であり、その他有価証券評価差額金の２億９百万円の減少であ

ります。その結果、自己資本比率は65.1％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期通期の業績予想につきましては、平成27年８月７日「平成28年３月期 第１四半期決算短信」にて

公表しております通期業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,283,210 3,587,259

受取手形及び売掛金 5,272,196 3,362,729

電子記録債権 167,150 469,197

製品 1,290,083 1,301,087

原材料及び貯蔵品 79,891 80,703

未収還付法人税等 ― 23,952

その他 114,719 162,459

貸倒引当金 △6,024 △4,283

流動資産合計 10,201,226 8,983,106

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 201,004 209,618

機械及び装置（純額） 216,605 212,102

土地 1,677,601 1,677,601

その他（純額） 424,759 401,221

有形固定資産合計 2,519,969 2,500,543

無形固定資産 72,631 71,697

投資その他の資産

投資有価証券 909,678 760,510

関係会社株式 1,239,340 1,080,751

その他 208,739 216,955

貸倒引当金 △29,924 △29,860

投資その他の資産合計 2,327,834 2,028,357

固定資産合計 4,920,436 4,600,598

資産合計 15,121,663 13,583,705

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,831,466 2,712,868

短期借入金 1,300,000 1,300,000

未払法人税等 214,700 ―

賞与引当金 106,000 53,848

その他 253,358 227,855

流動負債合計 5,705,526 4,294,572

固定負債

退職給付引当金 64,934 63,795

長期未払金 89,180 68,300

その他 379,161 308,698

固定負債合計 533,276 440,794

負債合計 6,238,802 4,735,367
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,204,900 1,204,900

資本剰余金 819,054 819,054

利益剰余金 6,307,996 6,483,363

自己株式 △44,900 △44,930

株主資本合計 8,287,050 8,462,387

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 595,809 385,950

評価・換算差額等合計 595,809 385,950

純資産合計 8,882,860 8,848,338

負債純資産合計 15,121,663 13,583,705
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 9,329,096 8,255,026

売上原価 7,908,919 7,003,498

売上総利益 1,420,177 1,251,527

販売費及び一般管理費 741,251 746,171

営業利益 678,925 505,356

営業外収益

受取利息 2,195 2,440

受取配当金 23,690 32,849

その他 10,788 5,611

営業外収益合計 36,674 40,900

営業外費用

支払利息 10,201 10,098

その他 8,555 19,680

営業外費用合計 18,756 29,779

経常利益 696,844 516,477

特別利益

固定資産売却益 1,162 -

投資有価証券売却益 668 -

特別利益合計 1,830 -

特別損失

固定資産除却損 5,283 4,410

固定資産売却損 ― 32

特別損失合計 5,283 4,442

税引前四半期純利益 693,391 512,035

法人税、住民税及び事業税 215,632 138,229

法人税等調整額 △1,926 40,664

法人税等合計 213,706 178,894

四半期純利益 479,684 333,141
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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